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2012年度入試結果と
2013年度入試に向けて
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地域連携センター活動のご紹介
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「大学開学と瀬戸キャンパス全学移転」
Event Information
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教育研究振興資金募金のお礼とお願い
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　事業のモニュメントの設置
さかえサテライト増床
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My lecture diary
私の講義日誌 @6

「日本語表現」と「日本語表現上級」
村井宏栄

12

シリーズエッセイ #7

もう一つのトレーニング
アスリートの薬理学
酒井淳一

11
Essay

3・4 4つのセンターがNGU生の
学生生活をサポートしています!
キャリアセンター
資格センター
学生支援センター（S-プラッツ）
教育学習センター

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称とし
て使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、
大きな視点に立ってそれを見渡すことができる
ようにとNGU NEWSの愛称に採用しました。

COSMORAMA（コズモラマ）の由来
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本学では、大学の雰囲気に早く慣れ、充実した学生生活を送ることができるよう、毎
年新入生オリエンテーションを実施しています。
今年度も、ガイダンスとともにフィールドワーク等を実施しました。このプログラ
ムを通じて、友人や教員、ティーチングアシストの先輩らとの交流を深め、有意義
な大学生活を送ることができるよう期待しています。

新しい生活、
新しい友達づくり!
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大学評価
（認証評価）で

適合

経済経営
外国語学
通信教育課程
合　計

大学院

研究科
博士前期課程・修士課程 博士後期課程
1年 1年 2年2年 3年

合計

学生数（大学院・学部・留学生別科）　2012年5月1日現在

 29 53 6 0 4 92
 9 9 - - - 18
 22 25 0 2 8 57
 60 87 6 2 12 167

経済学部
商学部
外国語学部
人間健康学部
スポーツ健康学部
リハビリテーション学部
合　計

学　部

留学生別科

総合計

学　部 1年 2年 3年 4年 合計
 393 457 497 596 1,943
 297 344 350 417 1,408
 258 247 217 229 951
 - - - 195 195
 131 103 124 - 358
 81 92 66 - 239
 1,160 1,243 1,254 1,437 5,094

39

5,300

本学は財団法人大学基準協会の
大学評価（認証評価）を受けた結果、
「本協会の大学基準に適合している
と認定する。認定の期間は2019（平
成31）年3月31日までとする。」との
評価を受けました。
この認証評価は、法律により各大

学が7年毎に評価を受けることが義
務付けられているもので、今回で2
期目にあたります。本学は義務付け
られた初年度に評価を受け、今回で
2度目の適合の結果を得ました。改
善の提言を受けた項目もありますが、
本学の日比野学舎に設置されてい
る学生運営の店舗「カフェ＆ベーカ
リー　マイルポスト」は地元商店街
と連携し地域の活性化に貢献して
いると高い評価を受けました。
本学では今回の認証評価の結果

をもとに教育研究活動の充実に力
を入れるとともに、学生、保護者、地
域の皆様から広く支持していただ
ける大学となるよう、今後も努めて
まいります。
※詳細はHPでご覧いただけます。

2012年度

新
入
生

経済
学部

商学部

外国語
学部

スポーツ
健康学部

リハビリ
テーション
学部

みんな和気あいあ
い。

聞くときは真剣！

おいしいよ　　　　Q

ルールを守りまし
ょう！

さあ出発！

Orientation

入
学
式
を
挙
行

（財）大学基準協会   の

2
0
1
2
年
4
月
1
日（
日
）、名
古

屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー

ル
に
て
、キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
形
式
に

則
り
、入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
学
部
生
1
1
6
0
名
、大

学
院
生
66
名
、留
学
生
別
科
生
11
名
の

入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

式
で
は
葛
井
宗
教
部
長
の
聖
書
朗
読
、

祈
祷
の
後
、木
船
学
長
の
式
辞
が
次
の

と
お
り
あ
り
ま
し
た
。

今
日
は
新
し
く
名
古
屋
学
院
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
一
員
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、三
つ
の
話
を
し

ま
す
。

一
つ
目
は「
建
学
の
精
神
」に
つ
い
て
で
す
。

名
古
屋
学
院
大
学
は
、「
敬
神
愛
人
」を
建
学
の

精
神
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
で
す
。昨

年
、私
た
ち
は
東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。そ
し
て
、人
知
の
及
ば
ぬ
も
の
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
神
を
敬
い
」

と
は
、ま
さ
に
自
然
の
脅
威
や
人
知
の
及
ば
ぬ
も

の
に
対
し
素
直
に
畏
怖
を
覚
え
よ
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。ま
た
、「
人
を
愛
す
る
」と
は
、言
う
ま
で

も
な
く「
汝
の
隣
人
を
愛
せ
よ
」と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り「
敬
神
愛
人
」は
、学
ぶ
者
も
教
え
る
者
も
、

自
ら
が
及
ば
ぬ
も
の
の
存
在
を
怖
れ
、敬
い
な
さ

い
。そ
し
て
自
ら
は
傲
慢
に
な
る
こ
と
な
く
、謙
虚

に
な
っ
て
人
に
優
し
く
あ
り
な
さ
い
。そ
う
す
れ

ば
、自
ら
の
人
格
陶
冶
と
人
類
の
平
和
や
福
祉
が

実
現
さ
れ
る
、と
い
う
も
の
で
す
。是
非
、こ
の「
敬

神
愛
人
」を
座
右
の
銘
と
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。二

つ
目
は「
大
学
で
の
学
び
方
」に
つ
い
て
で
す
。

大
学
生
の
学
び
の
ス
タ
イ
ル
は
、自
ら
求
め
て

学
び
、考
え
、意
見
を
持
つ
、と
い
う
こ
と
で
す
。自

ら
学
ぶ
対
象
を
求
め
、獲
得
し
た
知
識
を
活
用
し

て
、考
え
、実
践
す
る
こ
と
で
す
。そ
れ
が
大
人
に

な
る
こ
と
で
あ
り
、人
格
を
磨
く
こ
と
で
あ
る
か

ら
で
す
。三
年
後
の
就
職
試
験
の
面
接
で
は
、自
ら

の
経
験
と
、自
ら
の
考
え
が
問
わ
れ
ま
す
。皆
さ
ん

は
社
会
人
予
備
軍
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
、

大
学
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

大
学
は
、皆
さ
ん
の
人
格
を
磨
き
、成
長
す
る
機

会
を
用
意
し
支
援
し
ま
す
。そ
の
機
会
を
利
用
し

て
、自
ら
を
進
化
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ン
ト
は『
啓
蒙
と
は
何
か
』

と
い
う
本
の
中
で
、「
知
る
勇
気
を
持
て
」、「
自
分

の
理
性
を
使
う
勇
気
を
持
て
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

一
人
の
人
間
と
し

て
精
神
的
に
独
立

す
る
た
め
に
は
、自

ら
考
え
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
す
。ま

ず
自
分
な
り
に
考

え
、意
見
を
持
つ
よ

う
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は「
社
会
人
予
備
軍
と
し
て
の
心
得
」に

つ
い
て
で
す
。

社
会
人
予
備
軍
と
し
て
一
つ
だ
け
お
願
い
し
た

い
事
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
挨
拶
」で
す
。挨
拶
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
で
す
。三
年
後

の
就
職
活
動
の
折
に
は
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
、そ

し
て
そ
れ
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
採
用
の
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、新
卒
者
に
求
め
る
能
力
の
第
一

番
目
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。自
ら
住
み
良
い
世
界
を
築

き
、さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、他

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

「
敬
神
愛
人
」の「
人
を
愛
す
る
こ
と
」は
、「
挨
拶
す

る
こ
と
」か
ら
始
ま
る
の
で
す
。皆
さ
ん
が
、自
ら

と
日
本
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
若
者
に
な
る

よ
う
、自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、大
学
院
・
学
部
・
留
学
生
別
科
の
新
入

生
代
表
に
よ
る
宣
誓
が
行
わ
れ
、式
終
了
後
に
は
、

本
学
吹
奏
楽
部
・
ジ
ャ
ズ
研
究
会
に
よ
る
演
奏
で

入
学
を
祝
い
ま
し
た
。

Information
理学療法士国家試験結果報告
経済経営研究科長就任
2011年度学位記授与式を挙行
学長表彰で12名を表彰
2013年4月「法学部法学科」開設予定
公開講演会開催のご報告
2012年度新任教員紹介
2012年度新任職員紹介
2012年5月～11月行事予定

13・14

活躍するNGU生
「宅地建物取引主任者」・「行政書士」
難関２資格に合格！
福島史也さん

5
Interview

2012年度 入学式を挙行
新入生オリエンテーション風景
（財）大学基準協会の大学評価で適合認定
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資格取得実績
2011年度

・行政書士 2名
・宅地建物取引主任者 20名
・国内旅行業務取扱管理者 9名 など

教
育
学
習
セ
ン
タ
ー（Educational 

Support Center

＼ESC

）で
は
、学
生

の
皆
さ
ん
を
学
習
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
、

「
学
び
」の
喜
び
を
大
き
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
習
相
談

履
修
に
関
す
る
相
談
や
苦
手
科
目

の
克
服
方
法
な
ど
、学
習
に
関
す
る
事

は
何
で
も
相
談
で
き
ま
す
。と
も
に
考

え
、一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
、よ
り

良
い
学
習
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
補
助
し
て
く

れ
る
の
で
、学
生
同
士
の
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
を
き
っ
か
け
に
、自
学
自
習
や
、問

題
発
見
な
ど
、自
発
的
な
学
習
に
向
か

っ
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

合
言
葉
は
　
N
G
U
！
（N

ever 

G
ive U

p!

）で
す
。

学
習
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

友
達
や
先
輩
、教
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
カ
ジ
ュ
ア
ル

ス
ペ
ー
ス
と
、2
人
ず
つ
に
仕
切
ら
れ

た
学
習
ス
ペ
ー
ス
、そ
し
て
相
談
ブ
ー

ス
を
用
意
し
、パ
ソ
コ
ン
を
持
参
す
れ

ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、専
門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い

る
の
で
、ど
ん
な
時
に
も
安
心
で
す
。

 

教
育
支
援

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、ゼ
ミ
活
動
、

企
業
見
学
会
、講
演
会
、卒
業
研
究
発

表
会
な
ど
、学
部
行
事
の
運
営
補
助
を

通
し
て
、学
生
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
、

授
業
と
連
携
す
る
学
習
支
援
や
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
の
学
内
開
催
な

ど
、学
習
成
果
の
向
上
に
も
努
め
て
い

ま
す
。ま
た
、導
入
教
育
や
入
学
前
教

育
の
あ
り
方
、授
業
改
善
に
つ
い
て
も

教
員
と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

資
格
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
の
皆
さ

ん
が
、将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
、社
会
で

活
躍
で
き
る
た
め
の
資
格
取
得
へ
向
け

て
、き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。

特
に
、公
務
員
採
用
試
験
、行
政
書

士
試
験
、宅
建
試
験
、簿
記
検
定
へ
の

合
格
に
力
を
入
れ
て
お
り
、1
・
2
年

で
宅
建
・
簿
記
に
、2
・
3
年
で
行
政
書

士
に
、3
・
4
年
で
公
務
員
試
験
に
合

格
で
き
る
よ
う
、モ
デ
ル
・
プ
ラ
ン
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、資
格
専
門
学
校
か
ら
派
遣
さ
れ

た
講
師
に
よ
る
講
座
の
み
な
ら
ず
、無
料

の
自
主
講
座
が
開
か
れ
、合
格
者
を
多
数

輩
出
し
て
い
ま
す
。特
に
昨
年
度
は
行
政

書
士
試
験
に
2
名
が
合
格
、宅
地
建
物
取

引
主
任
者
試
験
に
20
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
同
様
に
無
料
の
自
主
講
座

を
開
講
し
、よ
り
一
層
多
く
の
学
生
の
合

格
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、何
よ
り

も
、「
あ
き
ら
め
な
い
」と
い
う
強
い
精
神

力
が
必
要
で
す
。あ
き
ら
め
そ
う
に
な
っ

た
ら
、資
格
セ
ン
タ
ー
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

資
格
セ
ン
タ
ー
に
は
、明
る
く
親
身
に
な

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ

が
学
生
の
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー（
通
称
・
Ｓ-

プ

ラ
ッ
ツ
）は
、学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。主
に「
課
外
活
動
の
活
性
化
」

と「
な
ん
で
も
相
談
」の
２
つ
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
の
活
性
化

ク
ラ
ブ
、サ
ー
ク
ル
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
情
報
を
発
信
し
、充

実
し
た
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。Ｓ-

プ
ラ
ッ
ツ
で

も
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
年
６
回
企
画
し
、

自
己
成
長
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。（
例
…「
瀬
戸
＝
名
古
屋
35
キ
ロ
ハ

イ
ク
」）。ま
た
、昨
年
度
は「
被
災
地
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
積
極
的
に
実
施
し
、

１
８
０
名
以
上
の
学
生
が
東
北
地
方
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。活
躍
す
る
本
学

学
生
の
様
子
は
、当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
ん
で
も
相
談

学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
は
、

単
位
の
こ
と
、友
人
の
こ
と
、将
来
の

こ
と
等
、多
岐
に
渡
り
ま
す
。と
り
わ
け
、

新
入
生
か
ら
の
相
談
対
応
に
力
を
入

れ
て
お
り
、高
校
ま
で
と
の
違
い
に
戸

惑
う
学
生
に
対
し
て
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
時
の
頼
れ
る
存
在
」と
し
て
、

多
く
の
学
生
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
取
組
み
を
通
し
て
、学

生
が
理
想
と
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
実
現
を
後
押
し
し
、卒
業
後
に
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
間
に
成
長
で
き

る
よ
う
支
援
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
。

将
来
の
進
路
に
つ
い
て
、幅
広
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
す
。N
G
U
教
養
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の「
自
己
理
解
と
自
己
開
発
に
関
す

る
科
目
」の「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」や

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」の
企
画
・
運
営

か
ら
、進
路
選
択
や
就
職
活
動
に
必
要

な
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就
職
支
援
と
し
て
は
、就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
、個
人
面
談
、内
定
者
報
告
会
、履

歴
書
・
面
接
・
筆
記
試
験
な
ど
の
就
職

対
策
特
別
講
座
、業
界
セ
ミ
ナ
ー
、本

学
主
催
会
社
説
明
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
・

講
座
の
ほ
か
、模
擬
面
接
や
履
歴
書
添

削
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、ブ
ロ
グ
やFacebook

の
運
用
も
行
っ

て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
は
翼
館
2
階
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ

ス
は
希
望
館
１
階
に
設
置
さ
れ
、3
・

4
年
生
だ
け
で
な
く
進
路
に
関
す
る

漠
然
と
し
た
疑
問
や
不
安
を
抱
え
る
1
・

2
年
生
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

門
戸
を
開
放
し
て
い
ま
す
。卒
業
後
も

利
用
可
能
で
す
。

2
0
1
1
年
3
月
卒
業
生
は
、就

職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
決
定
率
が

92.
5
％
と
な
り
、厳
し
い
就
職
環
境

の
な
か
3
年
ぶ
り
に
90
％
以
上
と
な

り
ま
し
た
。2
0
1
2
年
度
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の「
ヤ
ン
グ
ジ
ョ
ブ
愛
知
」と

も
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、3
・

4
年
生
の
就
職
支
援
を
行
な
う
予
定

で
す
。

東建コーポレーション（株）、（株）サンヨーハウジング
名古屋、スズキ（株）、（株）ワコール、（株）ユニクロ、
フタバ産業（株）、（株）セブン-イレブン・ジャパン、
日本マクドナルド（株）、（株）バロー、青山商事（株）、
（株）コメリ、（株）エディオン、上新電機（株）、
瀬戸信用金庫、住友不動産販売（株）、丸八証券（株）、
福山通運（株）、名鉄運輸（株）、トランコム（株）、
（株）サカイ引越センター、郵便局（株）、伊勢湾海運
（株）、（株）ＤＴＳ、（株）ファルコバイオシステムズ、
近畿日本ツーリスト（株）、（学）愛知医科大学、公立学校
教員・職員、市町村職員、消防官、警察官、自衛官、ほか

資格
ガイダンス

その他にも多数の講座を開講します。

資格センター

Facebook
「名古屋学院大学キャリアセンター」

名古屋キャリアセンターブログ
http://blog.ngu.ac.jp/nagoyacareer/
瀬戸キャリアセンターブログ
http://blog.ngu.ac.jp/setocareer/

会社説明会

学習スペース

就職実績

資格センター

キャリアセンター

教育学習センター（ESC）

■2012年度  資格講座スケジュール

公務員

教員

国家試験対策

開始日資格対象 キャンパス

公務員試験対策講座

教員採用試験対策講座
行政書士試験対策講座
宅地建物取引主任者試験対策講座
旅行業務取扱管理者試験対策講座
ITパスポート試験対策講座

5月　9日
5月16日
9月12日
6月　2日
5月12日

5月
　
9日

名古屋
瀬　戸

名古屋

講座名

2011年度

教育学習センターブログ
http://blog.ngu.ac.jp/kgakusyu/

学生支援センター公式サイト
http://www.ngu.jp/splatz/

瀬戸=名古屋35キロハイク

ひなまつりイベント

ボランティア活動

学生支援センター（S-プラッツ）
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24.04.23
加藤茉校正出稿

指示
24.04.28
とくたけ

24.05.10
浅若

24.05.14
秋山

24.05.16
奥村

24.05.17
教野

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者



「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
」・「
行
政
書
士
」

難
関
２
資
格
に

合
格
！

ふ
く
し
ま　
 

ふ
み
や

経
済
学
部
経
済
学
科
4
年

  

福
島 

史
也
さ
ん

諦めないことが重要！
最後まで全力でやり切れば必ず結果はついてくるはずです！

☆
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
・
行
政
書
士
と
は
ど
の

よ
う
な
資
格
で
す
か
？

　

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
は
、不
動
産
の
売
買
や

貸
借
の
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、重
要
事
項

の
説
明
等
を
行
う
国
家
資
格
者
の
こ
と
で
す
。

　

行
政
書
士
は
、省
庁
、都
道
府
県
、市
町
村
を
は

じ
め
と
す
る
官
公
署
等
に
提
出
す
る
書
類
や
、権

利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
作
成
の
代

理
等
を
業
と
す
る
国
家
資
格
者
の
こ
と
で
す
。

（
取
材
日
は
4
月
下
旬
）

☆
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

宅
建
も
行
政
書
士
も
、取
得
を
め
ざ
し
始
め
た

き
っ
か
け
は
些
細
な
こ
と
で
し
た
。父
親
と
話
を
し

て
い
た
と
き「
二
つ
の
資
格
試
験
に
大
学
生
活
の
4

年
間
で
合
格
し
ろ
！
」と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。自
分

自
身
も
大
学
生
活
で
何
か
を
や
り
遂
げ
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、そ
の
言
葉
に
や
る
気
に
な
り
ま
し
た
。

☆
ど
の
よ
う
に
勉
強
を
進
め
ま
し
た
か
？

　

宅
建
も
行
政
書
士
も
基
本
的
に
は
勉
強
方
法
は

同
じ
で
し
た
。

　

ま
ず
、授
業
で
先
生
が
書
い
た
こ
と
、言
っ
た
こ
と

を
必
ず
教
科
書
に
書
き
込
み
ま
し
た
。授
業
が
終
わ

る
と
、そ
の
日
の
授
業
で
進
ん
だ
範
囲
の
問
題
集
を
大

学
の
図
書
館
や
、家
で
繰
り
返
し
解
き
、復
習
。そ
し

て
あ
る
程
度
自
分
の
で
き
る
範
囲
が
増
え
て
き
た
ら
、

全
体
が
出
来
る
よ
う
、あ
え
て
飛
ば
し
飛
ば
し
に
問

題
を
解
き
ま
し
た
。今
ま
で
や
っ
た
と
こ
ろ
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
す
る
工
夫
で
す
。

　

ま
た
、行
政
書
士
に
関
し
て
は
記
述
試
験
も
あ
る

の
で
、小
さ
な
カ
ー
ド（
英
単
語
を
覚
え
る
と
き
に
使

う
カ
ー
ド
）を
使
い
、表
に〝
問
題
〞、裏
に〝
答
え
〞を

書
き
、通
学
の
電
車
で
見
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

試
験
1
ヶ
月
前
か
ら
は
、ひ
た
す
ら
模
試
を
解
い
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
間
違
え
た
問
題
が
あ
っ
た
場
合

は
、問
題
集
で
そ
の
単
元
を
再
度
や
り
直
し
、教
科
書

に
載
っ
て
い
な
い
問
題
な
ど
は
自
ら
教
科
書
に
書
き

込
ん
で
追
加
し
て
い
ま
し
た
。

☆
勉
強
を
し
て
い
て
辛
か
っ
た
こ
と
・
嬉
し
か
っ
た
事
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

宅
建
と
行
政
書
士
、2
つ
の
資
格
を
同
時
進
行
で
勉

強
し
て
い
た
の
で
片
方
に
集
中
し
て
し
ま
う
と
、も
う

片
方
を
少
し
忘
れ
て
し
ま
い
、模
試
の
点
数
が
下
が
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。あ
の
と
き
は
か
な
り

辛
か
っ
た
で
す
。（
笑
）

　

反
対
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、や
は
り
模
試
で
良
い

結
果
が
出
た
と
き
。自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
が
目
に

見
え
る
形
で
出
る
の
で
す
ご
く
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

☆
資
格
取
得
を
目
標
と
し
て
い
る
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
絶
対
に
諦
め
な
い
！
」と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。諦
め
て
し
ま
え
ば
、そ
こ
で
終
わ
り
。今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。だ
か

ら
や
る
か
ら
に
は
、最
後
ま
で
全
力
で
や
り
切
る
こ
と
で

す
。そ
う
す
れ
ば
、必
ず
結
果
が
つ
い
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

資
格
試
験
は
年
々
難
し
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

☆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
は「
来
年
就
職
予
定
の
会
社
で
活
か
せ
る
よ
う
に
」

と
簿
記
検
定
試
験
の
勉
強
を
始
め
て
い
る
と
い
う
福
島

さ
ん
。今
後
の
福
島
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

活躍する
NGU生

interview
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校正
24.05.01
青井

24.05.10
青井

24.5.11
ひぐち

24.05.16
浅若

24.05.17
教野

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

出稿
指示

地域連携センターは、名古屋学院大学の「得意技」と「人材」を地域に開かれたものとして活用すること
を通して地域社会に貢献することを目的としています。今年度の主な活動をご紹介いたします。

日比野商店街ほか名古屋市内4商店街と連携し、都市
養蜂を活用したソーシャル・ビジネスモデルに取り組ん
でいます。

キャンパスの立地する名古屋市（熱田区）、瀬戸市と連
携して様々な事業を展開しています。一例として、熱田区
では、あったかミニミニ福祉フェスタ、熱田区区民まつり
など、瀬戸市では、大学コンソーシアムせと事業（カレッ
ジ講座、5大学合同大学祭ほか）などに学生・教職員が参加
しています。

本学教員による生涯学習講座を厳選して開講しています。
今年度は新たに「名古屋まちなかカフェ講座」をスタート。 
カフェ&ベーカリーマイルポスト（日比野学舎）でドリンクを
飲みながら、楽しく教養を身につけます。詳細はホームページ
をご覧ください（http://www.ngu.jp/extension/citycollege.html）。

～地域に開かれた大学としてプログラムがさらに充実～
地域連携センター活動のご紹介

主な
2011
今年度、クラブ活動の大会出場予定は随時HPにアップしていきます。

主な成績(団体) 主な成績

2012年度は、個人競技・団体競技ともに昨年度以上のさらなる活躍を期待しています。

日本拳法部

馬術部

バスケットボール部

バレーボール部

第83回愛知学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会２部昇部
第84回愛知学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会２部優勝（2部残留）

第24回日本拳法全国大学選抜選手権大会/
全国ブロック対抗女子学生団体準優勝 

平成23年度全日本学生馬術大会 
（第54回全日本学生賞典総合馬術競技大会）団体7位

第82回東海学生バスケットボールリーグ戦（男子）2部昇部

平成23年度第132回東海大学男女バレーボールリーグ戦
秋季大会（女子）4部優勝2部昇部

空手道部
少林寺拳法

馬術部 

ボクシング部

組手個人  3位

組演舞一般男子三段の部  2位（2名） 

男子　2位　　女子  1位 / 2位

総合馬術競技男子  2位　　女子 1位 

女子選手権  1位

中障害飛越競技  3位

ライト級  優勝 / フライ級  準優勝 

ウェルター級  3位

第42回拳和会空手道選手権大会

2011年少林寺拳法かながわオープン大会

中部学生自馬大会 

春期中部学生 
ボクシング大会

クラブ活動実績
バスケットボール部

■シティカレッジ

■公開講演会

■商店街活性化

近隣の自治体の生涯学習講座への講師派遣、朝日カルチャー
センターとの連携講座などを実施しています。

■生涯学習事業

本学の教育研究内容と関
連した社会的に関心の高い
テーマを取り上げ、各界のオ
ピニオンリーダーを招いた
公開講座を年に5～6回開催
します。次回講演会の予定は
８ページをご参照ください。

■地域と協働したイベント

2011年度

ソフトテニス部

愛知学生馬術大会

馬術部
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24.05.01
青井

24.05.10
浅若

24.05.14
秋山

24.05.16
浅若

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者校正出稿

指示



経済
総合政策
商

経営情報
英米語

中国コミュニケーション
国際文化協力
スポーツ健康
理学療法

経済

※第2～3志望合格者は合格学科に算入。
※2012年度より政策学科を総合政策学科にリニューアル。

※上記のほか、センター試験利用入試（前期・中期・後期）も
　実施します。個別試験は実施しません。

学部

総　計

学科
全体

志願者

女子
2011

全体 女子
2012

全体

合格者

女子
2011

全体 女子
2012

全体

入学者

女子
2011

全体 女子
2012

商

外国語

スポーツ健康
リハビリテーション

1,360
581
733
404
535
162
152
482
412
4,821

140
91
177
71
258
92
92
94
111
1,126

1,101
607
754
431
559
87
230
435
502
4,706

97
84
176
82
271
42
124
80
117
1,073

626
313
346
205
296
84
132
164
169
2,335

73
50
109
45
135
41
85
41
65
644

596
322
382
228
323
74
150
192
173
2,440

68
54
100
61
169
38
90
35
52
667

304
164
232
123
139
58
55
109
93

1,277

32
18
73
23
66
28
31
23
29
323

264
129
187
110
163
41
54
131
81

1,160

24
20
45
23
91
20
24
22
24
293

■2012年度入試結果（各入試区分を合算） 人（女子は内数）

※詳細は本学ＨＰを参照ください

2012年度
オープンキャンパス日程

名古屋キャンパス 7月21日（土）・8月25日（土）・12月1日（土）※12月1日は入試説明会として実施
瀬戸キャンパス 8月11日（土）・8月12日（日）

9月22日（土・祝） 
 23日（日）
 29日（土）

● AO入試（セミナー型）

1月30日（水） 
 31日（木）
2月  1日（金）

3月13日（水）● 一般入試（後期B日程）

■2013年度入試日程
試験日 試験区分

2
0
1
2
年
度
入
試
結
果
と

2
0
1
3
年
度
入
試
に
向
け
て

　
2
0
1
2
年
度
入
試
に
つ
い
て
は
、こ

こ
数
年
続
い
て
い
る
受
験
生
の
安
全
志
向
・

地
元
志
向
・
受
験
校
数
の
絞
込
み
が
継
続

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、経
済
不
況
に
よ
り
、

資
格
系
学
部（
看
護
・
教
育
な
ど
）へ
の
人

気
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、本
学
の

総
志
願
者
数
は
4
7
0
6
名
で
し
た
。

2
0
1
1
年
度
入
試
の
総
志
願
者
数

4
8
2
1
名
は
前
年
度
よ
り
25.
4
%
の

大
幅
増
と
な
り
、2
0
1
2
年
度
は
そ
の

反
動
に
よ
る
志
願
者
数
の
大
幅
な
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、ほ
ぼ
前
年
度
並

み
の
志
願
者
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
下

表
参
照
）。

　
次
に
、2
0
1
3
年
度
入
試
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
度
入
試
か
ら
一
般
入
試
・

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
に
お
い
て
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
を
導
入
し
ま
す
。こ

こ
数
年
、各
大
学
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

願
の
導
入
が
活
発
化
し
、さ
ら
に
そ
れ
に

よ
る
検
定
料
割
引
も
一
般
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。本
学
で
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

出
願
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、受
験
生

へ
の
検
定
料
の
負
担
を
軽
減
し
、ま
た
大

学
内
で
の
願
書
処
理
の
効
率
性
・
正
確
性

を
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
1
3
年
4
月
開
設
予
定
と

し
て
法
学
部
法
学
科
を
設
置
構
想
中
で
す
。

法
学
部
入
試
に
つ
い
て
は
認
可
後
実
施

予
定
で
す
の
で
、既
存
学
部
と
は
別
日
程

で
一
般
推
薦
入
試
を
12
月
15
日（
土
）・
16

日（
日
）、指
定
校
推
薦
入
試
を
12
月
16
日

（
日
）に
実
施
い
た
し
ま
す
。な
お
、一
般

入
試
に
つ
い
て
は
、既
存
学
部
と
同
日
程

で
実
施
い
た
し
ま
す（
Ａ
Ｏ
入
試
、セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
3
年
度
入
試
で
は
実
施
い
た
し

ま
せ
ん
）。

　
次
に
、2
0
1
3
年
度
入
試
に
つ
い
て

変
更
点
を
中
心
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
入
試
の
前
期
・
中
期
日
程
に
お
い

て
、過
去
2
年
間
実
施
し
ま
し
た
同
一
日

併
願
に
つ
い
て
学
部
を
超
え
て
の
併
願

が
可
能
と
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、次

の
同
一
グ
ル
ー
プ
内
で
あ
れ
ば
、2
・
3

教
科
型
そ
れ
ぞ
れ
1
学
科
ず
つ
出
願
で

き
る
よ
う
に
な
り
、今
ま
で
以
上
に
併
願

が
し
や
す
く
な
り
、合
格
率
を
高
め
る
こ

と
が
可
能
で
す（
グ
ル
ー
プ
Ａ:

経
済
・
総

合
政
策
・
商
・
経
営
情
報
・
法
学
科
、グ
ル

ー
プ
Ｂ:

英
米
語
・
中
国
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
国
際
文
化
協
力
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
・

理
学
療
法
学
科
）。ま
た
追
加
合
格
制
度

を
前
期
日
程
で
導
入
い
た
し
ま
す
。具
体

的
に
は
、1
次
手
続
の
状
況
に
よ
り
追
加

で
合
格
発
表
を
実
施
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
制
度
で
す
。

　
一
般
入
試
の
後
期
Ａ
・
Ｂ
日
程
に
つ
い

て
、同
一
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
3
学
科

ま
で
併
願
が
可
能
と
な
り
ま
す
。グ
ル
ー

プ
分
け
に
つ
い
て
は
、前
期
・
中
期
日
程

と
同
様
で
す
。

　
そ
の
他
、Ａ
Ｏ
入
試
、指
定
校
推
薦
入
試
、

一
般
入
試
な
ど
を
左
記
日
程
で
実
施
い

た
し
ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

2
0
1
3
年
度
各
入
試
要
項
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。入
試
に
関
す
る
各
種
資
料
の

ご
請
求
は
入
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、実
際
に
大
学
の

授
業
体
験
・
入
試
相
談
・
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
が
で
き
る
よ
う
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

み
な
さ
ま
の
お
知
り
合
い
の
方
へ
も
ご

案
内
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

2月19日（火）

11月10日（土）● スポーツ推薦入試 （前期）

11月10日（土） 
11日（日）

● 一般推薦入試 （前期）

11月11日（日）● 指定校推薦入試

12月15日（土）

12月16日（日）

● 一般入試 （前期）

3月2日（土）
● 一般入試（後期A日程）
●スポーツ推薦入試(後期）

● 一般入試 （中期）

● 指定校推薦入試 （法学部）

● 一般推薦入試 （法学部）
12月15日（土） 

16日（日）

● 一般推薦入試 （後期）
●スポーツ推薦入試（中期）
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324516
前回流用校正

24.04.19
荒川孝

24.04.28
とくたけ

24.05.16
奥村

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

「大学開学と 
　 瀬戸キャンパス全学移転」

名古屋学院大学50年の歩み

新熊  清50年史専門委員会委員長
名古屋学院大学名誉教授・大学院特任教授

Event Information
父
母
会
総
会
・
 

父
母
懇
談
会
の
ご
案
内

■
父
母
会
総
会
 

開
催
日
時
：
６
月
16
日（
土
）

場
所
：
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎

　
予
算
・
決
算
お
よ
び
役
員
の
改
選

な
ど
の
議
題
審
議
の
ほ
か
講
演
会

等
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
父
母
懇
談
会

開
催
日
時
：
９
月
１
日（
土
）、 

９
月
８
日（
土
）、９
月
15
日（
土
）

　
今
年
度
は
金
沢
、大
垣
、浜
松
、四

日
市
、本
学（
名
古
屋
・
瀬
戸
）で
開

催
し
ま
す
。

　
以
下
の
日
程
・
会
場
で
行
い
ま
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会場
四日市

浜松

金沢
大垣

大学

大学

9月   1日（土）

9月15日（土）

四日市都ホテル
オークラアクト
シティホテル浜松
金沢都ホテル
ロワジールホテル大垣
名古屋キャンパス
白鳥学舎
瀬戸キャンパス

日程 開催施設

公
開
講
演
会

「
名
古
屋
の
人
と
街
〜
 

『
ほ
っ
と
イ
ブ
ニ
ン
グ
』で
の
 

4
年
間
か
ら
〜
」

大
学
祭

瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

開
催
日
：
９
月
29
日（
土
）

場
所
：
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
村

竹
勝
司
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
名
古
屋
の
街
と
人
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

　
詳
細
は
決
定
次
第
H
P
に
ア

ッ
プ
し
ま
す
。

　
 

開
催
日
：
10
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）

場
所
：
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎

　
模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
、展

示
等
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
：
10
月
13
日（
土
）

場
所
：
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

　
模
擬
店
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
の

ほ
か
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

な
ど
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
ら
し
い

企
画
も
予
定
。是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
名
古
屋
学
院
大
学
は
二
〇
一
四
年
に
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
る
。そ
れ
に
は
深
甚
の
思

い
が
あ
る
。

　
一
八
八
七
年
以
来
の
伝
統
を
誇
る
名
古
屋

学
院
は
、一
九
六
二
年
の
春
、中
学
・
高
校
・
大

学
を
擁
す
る
総
合
学
園
に
発
展
す
る
と
い
う

計
画
の
も
と
に
瀬
戸
市
上
品
野
地
区
に
瀬
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
む
広
大
な
山
林（
三
〇
万

四
千
坪
）を
購
入
し
、学
院
創
立
七
五
周
年
の

式
典
で
大
学
の
設
立
を
宣
言
し
た
。 

　
大
学
設
立
計
画
の
発
表
か
ら
二
年
後
の
一

九
六
四
年
、校
歌
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
大

き
な「
希
望
を
は
ば
た
」か
せ
て
、つ
い
に
名

古
屋
学
院
大
学
は
経
済
学
部
経
済
学
科（
定

員
二
〇
〇
名
）の
単
科
大
学
と
し
て
誕
生
し

た
。当
座
の
措
置
と
し
て
、大
学
専
用
の
校
舎

が「
大
幸
が
原
」（
名
古
屋
東
区
大
幸
町
）に
建

て
ら
れ
た
。

　
二
年
後
の
一
九
六
六
年
に
定
員
一
〇
〇
名

の
商
学
科
が
増
設
さ
れ
、一
九
六
八
年
三
月

に
第
一
期
生
一
九
九
名
が
大
幸
学
舎
か
ら
巣

立
っ
て
い
っ
た
。

　
品
野
台
で
は
一
九
六
六
年
に
校
舎
建
築
の

第
一
期
工
事
が
始
ま
っ
た
。六
合
館（
本
館
）

と
合
同
教
室

四
棟（
愛
隣
館・

万
有
館
・
地
塩

館
・
同
朋
館
）

と
啓
明
館
の

計
六
棟
が
翌

年
の
春
に
で

き
あ
が
り
、ま

ず
教
養
課
程

が
品
野
台
へ

移
転
し
た
。続
い
て
第
二
期
工
事
に
入
り
、栄

光
館（
講
堂
）、合
同
教
室
二
棟（
不
尽
館
・
義

認
館
）、研
究
館
、図
書
館
、そ
し
て
体
育
館
の

計
六
棟
が
完
成
し
て
、一
九
六
八
年
春
に
全

学
移
転
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
学
の
未
来
は
洋
々
た
る
も
の
に
見
え
た

が
、一
九
六
八
年
の
八
月
、学
院
の
経
営
危
機

が
露
呈
し
た
。用
地
買
収
や
校
舎
建
築
等
、大

学
設
立
に
必
要
な
経
費
は
、名
中
・
名
高
の
父

兄
か
ら
募
集
し
た
学
院
拡
充
金
銭
信
託（
通

称「
協
力
預
金
」）、父
兄
や
卒
業
生
の
協
力
を

仰
ぐ
大
学
設
立
金
銭
信
託（
通
称「
大
学
預
金
」）、

お
よ
び
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
で
賄
わ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、大
学
は
一
九
八
六
年
三
月
つ
い

に
す
べ
て
の
負
債
を
完
済
し
、新
た
な
発
展

の
道
を
切
り
開
い
た
。そ
の
任
に
当
た
ら
れ

た
方
々
の
御
苦
労
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

9月   8日（土）

●2012年度父母懇談会日程

 1968年  瀬戸品野台 学舍

※大学会場は「経」・「商」・「外」が名古屋
　「スポーツ健康」・「リハビリテーション」が瀬戸

 1966年  瀬戸学舍工事

大学開学

昨年度の父母会総会の様子

昨年度の瀬戸キャンパス祭の様子
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 22.07.10
青井校正

24.05.10
浅若

24.05.14
秋山

24.05.16
奥村

24.05.17
教野

24.06.01
腰山

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者



学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科  目
消費収入の部

12年度予算 11年度予算 差異（'12-11）
5,585,608
140,605
17,000
450,460
64,003

0
44,166
112,444
6,414,286
△ 411,174
6,003,112

5,705,652
130,350
25,000
484,162
67,030

0
20,399
206,852
6,639,445
△ 758,370
5,881,075

△ 120,044
10,255
△ 8,000
△ 33,702
△ 3,027

0
23,767

△ 94,408
△ 225,159
347,196
122,037

人件費
 　（内退職給与引当額）
教育研究経費
　（内減価償却額）
管理経費
　（内減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額

科  目
消費支出の部

12年度予算 11年度予算 差異（'12-11）
3,448,686
（356,933）
2,163,327
（581,029）
446,088
（24,620）
13,215

0
0

50,000
6,121,316
△ 118,204
△ 3,860,198
△ 3,978,402

292,970
4.6%

3,662,931
（651,605）
2,216,762
（617,033）
458,953
（27,740）
15,997

0
0

70,000
6,424,643
△ 543,568
△ 3,316,631
△ 3,860,198

214,802
3.2%

△ 214,245
（△294,672）
△ 53,435

（△36,004）
△ 12,865
（△3,120）
△ 2,782

0
0

△ 20,000
△ 303,327
425,364

△ 543,567
△ 118,204
78,168

2011年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び2012年度予算書類・事業計画書は、
6月上旬以降に名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書

2012年度予算総括表（学校法人会計基準による）

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

（単位：千円、単位未満四捨五入） ※11年度予算は二次補正額

科  目
収入の部

12年度予算 11年度予算 差異（'12-11）
5,585,608
140,605
17,000
450,460
64,003

0
44,166
112,444

0
1,105,680
281,361

△ 1,080,124
3,803,390
10,524,593

5,705,652
130,350
25,000
484,162
67,030

0
20,399
206,852

0
975,180
145,987

△ 1,246,171
4,348,142
10,862,583

△ 120,044
10,255
△ 8,000
△ 33,702
△ 3,027

0
23,767

△ 94,408
0

130,500
135,374
166,047

△ 544,752
△ 337,990

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科  目
支出の部

12年度予算 11年度予算 差異（'12-11）
3,243,612
1,582,298
421,469
13,215
146,000
158,490
106,684
644,425
535,720
70,000

△ 388,000
3,990,680

10,524,593

3,306,606
1,599,729
431,212
15,997
146,000
504,629
107,045
942,696
414,369
90,000

△ 499,091
3,803,390

10,862,582

△ 62,994
△ 17,431
△ 9,743
△ 2,782

0
△ 346,139
△ 361

△ 298,271
121,351
△ 20,000
111,091
187,290

△ 337,989

●消費収支計算書

学校法人名古屋学院大学の2012年度予算は
3月13日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 消費収支計算書
消費収支計算書は、当該年度の帰属収入合計（借入金等の負債となる収

入は除く）から基本金組入額を控除した「消費収入の部合計」と当該年度に
消費する「消費支出の部合計」を比べて「消費収支差額」を算出する構造に
なっています。これにより当年度の収支の均衡や経営状態の健全性を判
断することができます。また、基本金組入額は主に当年度および将来取得
する施設・設備の取得資金額です。
2012年度の帰属収入は6,414,286千円となっています。基本金組入額は

411,174千円となっています。全て第1号基本金で、名古屋キャンパスの泉
館アリーナ空調工事、瀬戸キャンパスのクラブハウス改築、図書館耐震工
事に伴う施設・設備関係支出、白鳥学舎隣地購入に伴う借入金返済額の組
入れによるものです。この結果、消費収入の部合計は6,003,112千円となり
ます。消費支出の部合計は6,121,316千円で当年度消費収支差額は118,204千
円の支出超過となっています。学校法人の運営を財務面からみるもっと
も重要な帰属収支差額は292,970千円の収入超過となります。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、当該年度の諸活動に対応する全ての収入、支出の内
容を明らかにすることと、支払資金の顛末を明らかにすることです。
支払資金は前年度繰越支払資金が3,803,390千円で次年度繰越支払資金
は3,990,680千円となり、187,290千円増加しております。

財務情報の
公開について

2012年度
予算報告

目的別事業予算（資金収支の教育研究経費+管理経費+施設関係+
設備関係の各支出の合計）は表のとおりです。

帰属収支差額
帰属収支差額比率

目的別事業経費内訳
（図書館耐震、クラブハウス改築、アリーナ空調設備、法学部設置経費除く）（単位：千円）

教育支援
360,042 17.5%

奨学金
133,676 6.5%

管理運営
285,572 13.8%

図書・学術
74,983 3.6%

公共料金
121,788 5.9%

施設保守
312,939 15.1%

スクールバス
130,883 6.3%

研究
125,674 6.2%

学生募集
223,476 10.8%

情報
219,722 10.6%

学生サービス
77,295 3.7%

■ 2012年度の主な事業内容
■2013年度法学部設置に向けて準備し、充実した教育研究体制を目指します。
■政策学科を総合政策学科にリニューアルして総合的で幅広い知識を養成
します。

■スポーツ健康学部の定員を増やして教育機会の拡大に努めます。
■名古屋キャンパス泉館アリーナに空調設備を設置し、体育授業・クラブ活
動等での快適な環境を整備します。

■瀬戸キャンパスの図書館を耐震化し、安全な教育・研究環境を提供します。
■瀬戸キャンパスのクラブハウスを建て替え、快適なクラブ活動環境を整
備します。

■大学と学生をつなぐ「CCS（キャンパスコミュニケーションサービス）」を
継続してバージョンアップ（4年計画の3年目）します。

■名古屋キャンパスが広く社会に認知されるように、昨年に引き続き特別
広報を行います。

■さかえサテライトを増床して大学院の充実、学生サービス向上に取り組
みます。
●新入生プログラム･ガイダンスの実施（経済学部：熱田区ウォークラリー、
商学部：リトルワールド、外国語学部：南知多グリーンバレイ、
　スポーツ健康学部：スポーツ交流会、リハビリテーション学部：瀬戸市街探訪）
●キャリア形成の支援（能力開発講座、資格講座、インターンシップ）
●情報教育の推進（ノートパソコンを全学生に配布、第10期電子計算機シ
ステム、パソコン検定講座）

●学内情報システムの整備とIT化の整備促進（CCS：キャンパスコミュニ
ケーションサービス）
●情報検索サービス（電子ジャーナルデータベースの充実）
●国際化推進（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留学
生の受入、インターナショナルラウンジでの語学習得や異文化理解の
促進）
●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺・瀬戸市駅2路線）
●奨学金の充実(日本学生支援機構奨学金、一般奨学金、緊急奨学金、社会
人学生奨学金、入学生緊急奨学金、入学奨励金等）
●健康診断等（学生定期健康診断、学医診察、学生相談カウンセラー）
●父母懇談会（開催会場：大学、大垣、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業（シティカレッジ：キリスト教における希望、大
河ドラマ『平清盛』でティータイム等）

●大学院昼夜開講（さかえサテライト設置・名古屋市栄中日ビル7階：企業
経営特別講座等）

大学院

教育研究振興資金募金にご賛同いただき、 
ご寄付いただきました皆様方に心から感謝申し上げます。  
2011年度後期の募金につきまして、寄付者ご芳名をまとめさせていただきました。 
名古屋学院大学では継続して教育・研究の充実、発展に必要な経費及び 
施設拡充のため「教育研究振興資金」へのご協力を広くお願いしております。 
これからもご協力をよろしくお願い申し上げます。

寄付金の使途

寄付金要項 １．寄付金種類　1口 1万円（1口以上）

２．振込方法
　　同封の「払込取扱票」に必要事項をご記入いただき、郵便局でお払込ください。手数料は必要ありません。 

３．寄付者ご芳名等の公示
寄付者ご芳名、寄付金額につきましては大学広報誌「コズモラマ」に掲載させていただきます。

なお、掲載の可否につきましては「払込取扱票」のご芳名掲載「不・可」欄の該当箇所に○をご記入願います。

４．寄付金に対する減免税措置について
個人が名古屋学院大学にご寄付した場合、税制上の優遇措置を受けることができます。 

寄付金額が２,000円を超える場合に確定申告を行うと所得税の控除を受けることができます。 

・税額控除は、所得税率に関係なく所得税額から直接控除されます。

  税額控除額＝（年間の寄付金額ー2,000円）×40％ 

  但し、新入生の場合には、入学年の４月から１２月までの寄付は控除を受けることはできません。

教育研究振興資金に充当させていただきます。

お問合せ先 名古屋学院大学　財務課募金係　TEL:（052）678-4084

瀬戸キャンパス

教育研究振興資金募金について

　2011年11月、施設の老朽化や利便性の問題
から建て替えが進められていた瀬戸キャンパ
スの合宿所「友愛」が完成しました。14の宿泊
室（56名収容）に加え、60～80人収容可能の広
いミーティングルームやバーベキューコーナー、
ランドリーなどが設置され、ゼミやクラブ活動、
サークル等の合宿所としての利用が期待され
ます。
　また、「友愛」に併設するスペースに、藤田久
数氏制作のモニュメント「KIDOU（軌道）」が父
母会から贈呈されました。もともとその場に
あったクスノキをいかし、「友愛」の憩いのス
ペースにマッチしたモニュメントとなりました。

合宿所「友愛」竣工と 
父母会卒業記念事業の 
モニュメントの設置

教育研究振興資金募金の
お礼とお願い

60,000円
30,000円
10,000円

500,000円
50,000円
15,000円

学生父母関係 〈6件〉 665,000円
後藤 昇
山森 一雄 
匿名希望1件

清川 佳波 
近藤 千春 
森 龍雄

120,000円
教職員関係 〈1件〉 120,000円

木下 政宣

750,000円 
企業・法人 〈2件〉 1,500,000円

株式会社文教　　　　　AIU保険会社甲府支店

■教育研究振興資金募金
　 (2011年10月1日～2012年3月31日受付分) 〈9件〉 2,285,000\

さかえサテライト増床
　2012年3月、さかえサテライト（名古屋市中区）の増床
工事が完了しました。これまでより約330m2増床し、より
快適に学習・研究がしやすい空間となりました。
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24.04.21
青井・加藤茉校正

24.04.28
とくたけ

24.05.14
秋山

24.05.16
奥村

24.05.17
教野

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者校正

24.04.28
とくたけ

24.05.10
浅若

24.05.16
奥村

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

324516
前回流用

24.04.19
荒川孝



　
2 
0 
1 
1
年
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
女
子
の
部

優
勝
者
タ
チ
ア
ナ
・
ア
リ
ャ
ソ
ワ（
ロ
シ
ア
）

が
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
で
陽
性
と
な
り
、優
勝
取

り
消
し
と
記
録
抹
消
に
な
っ
た
と
の
発
表
が

最
近
あ
り
ま
し
た
。ド
ー
ピ
ン
グ
は
、ス
ポ
ー

ツ
競
技
者
の
肉
体
的
・
精
神
的
健
康
を
損
な
い
、

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
価
値
を
著
し
く
低
下
さ
せ

る
行
為
で
す
。

　
ド
ー
ピ
ン
グdoping

の
語
源
は
、ア
フ
リ

カ
の
カ
フ
ィ
ー
ル
族
が
祭
礼
や
戦
い
の
前
に

飲
用
す
る
強
い
酒dop

に
由
来
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。ド
ー
ピ
ン
グ
は
当
初
、興
奮
作

用
を
持
つ
薬
物
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。1 

9 
5 
0
年
代
、欧
州
に
お
い
て
自
転
車
競
技
選

手
に
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
の
使
用
例
が
あ
り
、そ

の
危
険
性
や
耽
溺
性
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
薬
理
作
用
を
直
接
的
に
利
用
し
た
事

例
で
す
。そ
の
後
に
は
、タ
ン
パ
ク
同
化
ス
テ

ロ
イ
ド
が
筋
肉
増
強
の
目
的
で
使
用
さ
れ
、肉

体
改
造
に
薬
物
が
使
用
さ
れ
た
例
が
あ
り
ま

し
た
。1 
9 
8 
8
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

100 
m
走
で
の
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン（
カ
ナ
ダ
）

の
弾
丸
の
よ
う
な
走
り
と
ド
ー
ピ
ン
グ
違
反

に
よ
る
金
メ
ダ
ル
剥
奪
は
衝
撃
的
な
記
憶
で

す
。勿
論
、こ
れ
ら
の
薬
物
は
現
在
、世
界
ア

ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
機
構（W

A
D
A

）に
よ
り
禁

止
薬
物
と
し
て
規
制
を
受
け
て
い
ま
す
。前
述

の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
事
例
で
は
持
久
力
を
高

め
る
た
め
に
投
与
し
た
薬
物（
た
ぶ
ん
エ
リ
ス

ロ
ポ
エ
チ
ン
）の
体
内
痕
跡
を
消
す
た
め
に
禁

止
薬
物H

E
S

（
血
漿
増
量
物
質
）を
投
与
し
た

こ
と
に
よ
る
違
反
で
し
た
。ド
ー
ピ
ン
グ
を
隠

蔽
す
る
た
め
に
更
に
ド
ー
ピ
ン
グ
を
し
た
わ

け
で
、近
年
で
は
よ
り
巧
妙
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
と
何
か
ス
ポ

ー
ツ
選
手
が
密
か
に
ド
ー
ピ
ン
グ
行
為
を
企

ん
で
、薬
物
を
服
用
し
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。し
か
し
、私
は
そ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
選

手
は
誰
も
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
競
技
力
向
上
の
た
め
に
摂
取
物
に
頼
り
た

く
な
る
気
持
ち
も
分
か
ら
な
く
も
あ
り
ま
せ

ん
。多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
自
身
の
身
体
ケ

ア
に
は
人
一
倍
慎
重
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。そ
の
一
方
で
、摂
取
物
、特
に
薬
物
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
他
人
任
せ
に
し
て
い
る
傾
向

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。う
っ
か
り
ド
ー
ピ
ン
グ

の
事
例
も
か
な
り
あ
る
と
考
え
ま
す
。

W
A
D
A

の
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
規
程
で
使
用
禁

止
物
質
に
指
定
さ
れ
て
い
る
薬
物
は
膨
大
な

数
に
の
ぼ
り
ま
す
。こ
れ
ら
す
べ
て
の
収
載
薬

物
の
作
用
機
序
を
理
解
す
る
の
は
困
難
と
し

て
も
、名
前
と
そ
の
規
制
理
由
だ
け
で
も
知
っ

て
お
く
べ
き
で
す
。実
は
、薬
物
は
名
前
か
ら

そ
の
薬
理
作
用
が
か
な
り
推
測
で
き
ま
す
。

　
自
己
ベ
ス
ト
更
新
の
た
め
に
日
々
鍛
錬
に

励
ん
で
い
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
は
、も
う
一
つ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
薬
理
学
を
学
ぶ
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　 

　
　
　
　
　
ア
ス
リ
ー
ト
の
薬
理
学
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ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授

酒
井
淳
一

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
26

diary
「
日
本
語
表
現
」と「
日
本
語
表
現
上
級
」

日
本
語
を
武
器
に
、そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
専
門
分
野
に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

一
年
次
の
全
学
必
修
科
目
で
あ
る「
日
本
語
表

現
」と
、「
日
本
語
表
現
上
級
」を
教
え
て
い
ま
す
。

こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
方
の
多
く
は
日
本
語

母
語
話
者
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、次
の
敬
語
の

う
ち
、誤
っ
て
い
る
も
の
が
見
つ
け
ら
れ
ま
す
か
？

1
上
田
先
生
が
ご
指
導
し
て
い
る
学
生
が
入
賞
し
た
。

2
明
日
の
講
演
会
で
は
、人
見
先
生
に
移
民
の
 

　
テ
ー
マ
で
お
話
し
し
て
い
た
だ
く
。

3
お
客
様
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
お
り
、 

　
今
回
の
件
は
弊
社
の
ミ
ス
で
し
た
。

4
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

答
え
は
、「（
規
範
的
に
は
）す
べ
て
誤
り
」で
す
。

1
2
は「
ご（
お
）〜
す
る
」を
尊
敬
語
の
つ
も
り

で
使
っ
て
い
る
誤
り
、3
は「
お
っ
し
ゃ
る
」に「
れ

る
」が
加
わ
っ
た
二
重
敬
語
で
す
。
4
も
、「
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
」の
方
が
良
い
で
す
。

確
か
に
、話
し
手
も
聞
き
手
も
と
も
に
誤
り
と

思
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
阻
害
要
因
に
は
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、年
齢

や
属
し
て
い
る
社
会
集
団
の
異
な
る
人
と
話
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
、規
範
的
に
見
て
○
か

×
か
を
知
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、必
ず
必
要

と
な
り
ま
す
。

「
日
本
語
表
現
」で
は
、言
語
技
術
の
基
礎
力
向

上
を
ね
ら
い
、敬
語
・
文
法
・
語
彙
・
漢
字
・
表
記
・

文
章
作
成
法
を
学
習
し
ま
す
。そ
の
延
長
線
上
と

し
て「
日
本
語
表
現
上
級
」で
は
、小
論
文
・
レ
ポ

ー
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。高
校
ま
で
の
国
語
科
教
育

が
、と
も
す
る
と
作
品
読
解
、す
な
わ
ち「
受
信
」

に
終
始
し
が
ち
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、話
す
・

書
く
な
ど「
発
信
」型
の
日
本
語
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

自
身
の
言
語
力
を
意
識
し
始
め
る
と
、身
の
周

り
の
言
語
表
現
の
不
適
や
矛
盾
に
も
気
付
き
始

め
ま
す
。新
聞
や
広
告
、さ
ら
に
は
論
文
な
ど
、目

に
し
た
日
本
語
表
現
に
違
和
感
を
持
ち
始
め
た

ら
も
う
こ
っ
ち
の
も
の
で
す
。

ま
た
、昨
年
度
か
ら
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー
の
多

大
な
る
協
力
の
下
、授
業
時
間
外
を
利
用
し
て
Ｎ

Ｇ
Ｕ
漢
字
検
定
を
実
施
し
て
お
り
、ほ
と
ん
ど
の

一
年
生
が
中
級
修
了
を
達
成
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、日
本
語
検
定
に
つ
い
て
も
二
級
・
三
級
の
合

格
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。日
本
語
を
武
器
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
進
ん
で
い
け
る
、そ
ん

な
攻
め
の「
日
本
語
表
現
」「
日
本
語
表
現
上
級
」

の
授
業
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲日本アンチドーピング機構が出している冊子類
WADAドーピング防止規程で禁止されている薬物は数多くある。 

その中には特別な薬物以外にも
日常生活で接するものも存在する。

村井宏栄
 むら い ひろ え

商学部講師

さ
か
 
い
 
じ
ゅ
ん
 い
ち
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CMYK

329162
前回流用

24.04.23
青井校正

24.04.23
青井

24.05.10
浅若

24.05.16
奥村

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

00.00.00
作業者

24.05.10
浅若

24.05.16
奥村
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行事予定2012年 5月～11月

2012年度 新任教員紹介2012年度 新任職員紹介

13

I n f o rma t i on
インフォメーション

2
0
1
1
年
度
 

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

2
0
1
3
年
4
月「
法
学
部
法
学
科
」開
設
予
定

公
開
講
演
会
開
催
の
ご
報
告

学
長
表
彰
で
12 
名
を
表
彰

3
月
30
日（
金
）に
第
４７
回
理
学
療
法
士
国
家
試

験
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本
学
人
間
健
康
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
第
3
期
生
の
皆
さ
ん

は
、試
験
に
向
け
て
連
日
夜
遅
く
ま
で
勉
強
に
励
み
、

仲
間
と
と
も
に
教
え
あ
う
な
ど
、鍛
錬
を
怠
る
こ
と

な
く
日
ご
ろ
の
努
力
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。今

後
の
社
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
学
院
大

学
大
学
院
経
済
経

営
研
究
科
長
に
、

あ
ら
た
に
秋
元

浩
一
教
授
を
選
任

い
た
し
ま
し
た
。

熱
意
あ
ふ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
陣
の
活
躍
で
、本
学
の

さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

任
期
は
2
0
1
2
年
4
月
1
日
〜
2
0
1
4
年

3
月
31
日
で
す
。

2
0
1
1
年
度
学
位
記
授
与
式
を
3
月
15
日

（
木
）に
名
古
屋
国
際
会
議

場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル

に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
讃
美
歌（
4
9
3
）

が
歌
わ
れ
、宗
教
部
長
に

よ
る
聖
書
朗
読
、学
長
か

ら
の
祝
辞
の
ほ
か
、在
学

生
2
名
に
よ
り「
手
を
つ

な
ご
う
」（
絢
香
作
曲
　
西
尾
芳
彦
・
絢
香
編
曲
）

が
歌
わ
れ
ま
し
た
。学
部
卒
業
生
1
0
7
5
名
、

大
学
院（
通
信
教
育
課
程
を
含
む
）修
了
生
58
名

に
学
位
記
な
ら
び
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、

卒
業
と
旅
立
ち
を
祝
い
ま
し
た
。 

在
学
中
、4
年
間
を
通
し
て
、学
業
や
課
外
活

動
、地
域
社
会
で
の
奉
仕
活
動
等
に
お
い
て
特

に
優
秀
な
成
績
・
成
果
を
修
め
、他
の
学
生
の
模

範
と
な
る
活
動
を
し
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長

表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は
3
月

15
日（
木
）に
名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、学
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
4
月
、「
法
学
部
法
学
科
」を
新
た

に
開
設（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
）す
る
た
め
、5
月

末
に
文
部
科
学
省
に
設
置
認
可
申
請
を
す
る
予

定
で
す
。入
学
定
員
は
1
5
0
名
。

複
雑
化
す
る
法
的
問
題
を
法
に
よ
っ
て
解
決
・

予
防
す
る
”法
化
社
会
“に
対
応
す
る
こ
と
が
法

曹
界
外
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、専
門
的
法
知
識
と
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド

（
法
的
思
考
力
・
法
的
判
断
力
）に
加
え
、豊
か
な

教
養
と
人
間
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
兼
ね
備
え
、社
会
・

経
済
・
文
化
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

3
月
16
日（
金
）、4
月
12
日（
木
）に
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

3
月
16
日（
金
）は
、講
師
に
財
団
法
人
日
本
総

合
研
究
所
理
事
長
で
、テ
レ
ビ
番
組
等
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
ご
活
躍
の
寺
島
実
郎
氏
を

お
招
き
し
、「
世
界
の
構
造
転
換
と
日
本
」と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。予
定

の
定
員
3
0
0
名
を
は
る

か
に
超
え
る
約
7
0
0
名

の
聴
講
者
の
方
々
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、第
2
会

場
を
設
け
テ
レ
ビ
中
継
も

実
施
。大
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

4
月
12
日（
木
）は
、ポ
ー
ラ
ン
ド
国
立
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
博
物
館
で
唯
一

の
日
本
語
公
式
ガ
イ
ド
を
務
め
る
中
谷
剛
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
起

き
た
こ
と
〜
な
ぜ
今
も
語
り
継
ぐ
必
要
が
あ
る

の
か
〜
」と
題
し
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
聴
講

者
の
方
々
か
ら
数

多
く
の
質
問
が
飛

び
出
し
、熱
い
雰
囲

気
の
な
か
講
演
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

経済学部

理
学
療
法
士
国
家
試
験
結
果
報
告

経
済
経
営
研
究
科
長
就
任

リハビリテーション学部スポーツ健康学部

☆
本
学
理
学
療
法
士
国
家
試
験
合
格
率
　

85.
5
％（
全
国
平
均
82
.
4
％
）

就
職
決
定
状
況
1
0
0
%

趣味
タウンウォッチング（まち歩き）
学生へのメッセージ
多くの人々と知り合い、多
くの知識を得て意義ある
学生生活を送りましょう。

井澤 知旦
 い ざわ とも かず

趣味
ストリートダンス
学生へのメッセージ
所属学部は変わりましたが、NGUの教
員として、変わらず励んでまいります。

山下 匡将
 やま した まさ のぶ

※スポーツ健康学部より移籍

趣味
読書
学生へのメッセージ
4年間は長いようで短
いです。充実した学生
生活を送ってください。

玉川 貴子
 たま がわ たか こ

趣味
散歩
学生へのメッセージ
皆さんの学生生活が充実したも
のになるよう微力ながら精一杯
お手伝いしたいと思っています。

佐藤 律久
 さ とう のり ひさ

商学部

趣味
旅行
学生へのメッセージ
充実した楽しい学生生
活をすごしてください。

岡田 直樹
 おか だ なお き

趣味
読書
学生へのメッセージ
4年間めいっぱい楽し
んで下さい。
友人をたくさん作ろう！

佐伯 靖雄
 さ えき やす お

趣味
旅行
学生へのメッセージ
今の社会の姿を見通せる力を
いっしょにつけていきましょ
う。毎日を興味でいっぱいに。

松永 公廣
 まつ なが きみ ひろ

趣味
スポーツ（する・みる どちらも）
学生へのメッセージ
この大学での学びを通じ
て、自分の道を探求して
いって欲しいと思います。

沖村 多賀典
 おき むら た か のり

趣味
スキューバダイビング、
献血
学生へのメッセージ
一生懸命臨んでください。
一生懸命お返しします。

伊東 佑太
 い とう ゆう た

趣味
バドミントン、スノーボード
学生へのメッセージ
いつでも研究室に寄っ
て下さい。一緒に勉強
しましょう。

玉越 敬悟
 たま こし けい ご

趣味
フットサル、ボクシング、
サーフィン
学生へのメッセージ
皆さんとお会い出来る
のを楽しみにしています。

平賀 慎一郎
 ひら が しん いち ろう

配属部署　資格センター
趣味
読書
学生へのメッセージ
楽しみながら学習し、資格取得
を目指しましょう。

各務 伸夫
 かく む のぶ お

 まつ もと こう じ

配属部署　学生支援センター
趣味
散歩
学生へのメッセージ
大学生活を一緒に素晴らしいも
のにしましょう！

武市 明人
 たけ いち はる と

 まつ もと こう じ

配属部署　キリスト教センター
趣味
美術館通い、ピアノ
学生へのメッセージ
気軽にチャペルに立ち寄ってく
ださい。お待ちしています。

伊藤 ゆり子
 い とう こ

 まつ もと こう じ

配属部署　財務課
趣味
剣道、空手道
学生へのメッセージ
色々な事に挑戦して、充実した
学生生活を送って下さい。

白金 裕基
 しら かね ゆう き

配属部署　学生課（学生相談室）
趣味
読書
学生へのメッセージ
若さはすばらしい！スタートはいつから
でもOK。どんどんチャレンジしてください。

村上 麻己子
 むら かみ ま み こ

配属部署　瀬戸キャンパス総合事務部
趣味
ハンドボール、バドミントン
学生へのメッセージ
貴重な大学生活を、楽しく、有意
義に過ごせるよう応援しています。

上田 佳英
 うえ だ か え

配属部署　瀬戸キャンパス総合事務部
趣味
ウォーキング
学生へのメッセージ
皆様は未来の光そのものです。これからいろいろ
なことを教えて下さい。よろしくお願い致します。

田口 恵実
 た ぐち めぐ み

趣味
写真
学生へのメッセージ
さまざまな分野のことに知的好
奇心を抱き続けていきたいもの
です。ともに学んでいきましょう。

西寺 雅也
 にし でら まさ や

 まつ もと こう じ

趣味
カントリーミュージック（バンジョーを弾く）
学生へのメッセージ
この時は人生の中で一回し
かありません。悔いのないよ
うに大切に過ごしてください。

吉野 勇夫
 よし の いさ お

外国語学部

趣味
旅行
学生へのメッセージ
大学4年間は長いようで短
いです。積極的に色々なこと
にチャレンジしてください。

市川 新剛
 いち かわ しん ごう

趣味
Music
学生へのメッセージ
Let's make the most 
of your education.

Thomas J. Fallon
 トーマス ジョセフ ファロン

趣味
Sport cycling; skiing; travel
学生へのメッセージ
English is the door to 
international experi‐
ences, let's go！

Pendell, Patrice
 ペンデル パトリス

秋元 浩一 教授
あきもと   こういち

●表彰された皆さんです。
経済学部 経済学科（2名）

岸本  祥太　 小川  暁
経済学部 政策学科（2名）

小林  あゆか　 半田  友紀
商学部 商学科 （1名）

山田  一登

外国語学部
英米語学科 （2名）

石嶋  美紀　 神谷  和孝

商学部 情報ビジネス
コミュニケーション学科 （2名）

柘植  芳徳　 寺本  貴哉

外国語学部
中国コミュニケーション学科 （1名）

塚本  太郎

人間健康学部
人間健康学科（2名）

外国語学部 
国際文化協力学科（1名）

人間健康学部
リハビリテーション学科（1名）

藤森  慎也　 安福  幸代平野  峰代 青木  奏

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

 9日（水） 雑誌リサイクル展 〔～18日（金）まで〕

   ［学術情報センター］

  TOEFL－ITP［国際センター］

  インターンシップガイダンス

   ［キャリアセンター］

16日 （水） TOEIC IP［教育学習センター］

   中旬  PC検定試験3級講習会

  〔～6月下旬・6日間〕［学術情報センター］

 6日（水） TOEFL－ITP［国際センター］

 20日（水） 中国語スピーチコンテスト

   ［国際センター］

    中旬 学部長表彰

16日（土）  フレッシュマンキャンプ［体育会など］

   〔～17日（日）まで〕

26日（火） 宗教講演会［キリスト教センター］

   下旬 学生大会

 4日（水） TOEFL－ITP［国際センター］

   上旬  学生論文コンクール募集公示

  （投稿〆切10月末日）［総合研究所］

 11日（水） TOEIC IP［教育学習センター］

1 6日（月） 臨時開講

 20日（金） 春学期定期試験 〔～8月2日（木）まで〕

 2日（木） 春学期授業終了

 3日（金） 夏季休暇 〔～9月20日（木）まで〕

 6日（月） 春学期集中講義

  （但し、一斉休暇・追試験日を除く）

   〔～9月7日（金）まで〕

 9日（木） 春学期追試験 〔～10日（金）まで〕

   上旬  インターンシップ［キャリアセンター］

 24日（金） 春学期再試験 〔～27日（月）まで〕

 13日（木） 春学期学位記授与式

  留学生別科秋学期入学式

 20日（木） 春学期終了

 21日（金） 秋学期授業開始

  履修登録変更期間 〔～27日（木）まで〕

   下旬  3年生対象就職ガイダンス

   ［キャリアセンター］

 3日（水） TOEFL－ITP［国際センター］

 8日（月） 臨時開講

   中旬  宗教講演会［キリスト教センター］

 13日（土） 瀬戸キャンパス祭

 15日（月） 大学創立記念日

 17日（水） TOEIC IP［教育学習センター］

 26日（金） プレ大学祭

 27日（土）・28日（日）　大学祭

 7日（水） TOEFL－ITP［国際センター］

   上旬  PC検定準2級講習会 〔～12月下旬・7日間〕

   ［学術情報センター］

 14日（水） 英語スピーチコンテスト［国際センター］

 28日（水） 日本語スピーチコンテスト（留学生対象）

   ［国際センター］

CMYK

324516
前回

23.04.19
青井

24.04.20
秋山

24.04.28
森田

23.05.02
青井

24.05.10
浅若

24.05.14
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